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新型コロナウイルスに翻弄された

令和３年も残り２ヶ月。近頃は新規

感染者も激減し、社会は少しずつコ

ロナ前の様相を呈してきているよう

です。学校の方も3年生の推薦入試

に、１・２年生の各種新人大会等、

例年の忙しさが戻ってきました。加

えて、これまで開催を見合わせてき

た文化部の各種大会も、今月はさな

がら集中月間のようです。来月はい

よいよ「第５回全九州高等学校総合

文化祭長崎大会」が開催されます。

コロナ禍のうっ憤を晴らすような大

会となるといいですね。大会に携わ

る皆さん、頑張ってください。一方

で、コロナ第６波への備えは忘れて

なりません。基本的な感染予防を怠

ることなく、緊張感をもって毎日を

過ごしていきましょう。 

ところで、あと５ヶ月で新年度を

迎えますが、高校にとって令和4年度

は大きな節目の年となりそうです。

まず、現２年生が次々と成人になり

ます。18歳成人のスタートです。一

人で契約ができたり自分の意志で進

路を決めたりできるなど、高校生で

ありながら成人としての責任を負う

ことになるのです。次に、新入生か

ら学習評価の在り方が変わります。

特に「主体的に学習に取り組む態

度」が成績に大きく影響するように

なります。これからは、学習改善に

向けて学習を調整しながら粘り強く

取り組もうとする姿勢が重視される

のです。奇しくも時を同じくして成

年年齢や学習評価が変わることにな

りますが、このことは高校生の皆さ

んに何を求めているのでしょうか？  

それは、「これからは高校生の段

階から自己決定権が与えられるの

で、受け身はやめて、何事も自分の

頭でしっかり考え、判断し、主体的

に行動する」ということです。 

先日、生徒の皆さんと保護者の

方々にアンケートをお願いしまし

た。内容は「北高生に求める力」

で、結果は下の表（上位５つのみ掲

載）のとおりです。 

生徒・保護者ともに「自ら考える

力」が断トツの1位でした。結果とし

て、生徒の皆さん自身や保護者の

方々が北高生に求める力は、社会が

求めるそれと全く同じだったので

す。 

現在、先生方は来るべき令和4年度

に向けて、その準備に取り組んでい

るところです。「北高生に求める

力」についても、「自ら考える力」

を軸に、表にある他の力も加味して

整理し、今年度中にはその結果をお

知らせする予定です。しかし、生徒

の皆さんはそれを待つことなく、今

からでも「自ら考える」ことを意識

し、何事にも主体的であることを心

がけてほしいと思います。 

意識次第で、人はどれだけでも成

長できるのですから。 

北高の児等へ    「自ら考える力」校長 平山 啓一 

１Ｐ 

１２月の行事予定  

日 曜 行  事 日 曜 行  事 

1 水 自学日  16 木  

2 木  17 金  

3 金  18 土 
プレマーク③  

県一斉①② 

4 土 

特別授業①②③ 

小論模試③ 

GTEC 

19 日 プレマーク③ 

5 日  20 月  

6 月  21 火  

7 火   22 水  

8 水  23 木  

9 木 
修学旅行 

代休② 
24 金 終業式 

10 金  25 土 特別授業③ 

11 土 特別授業①③ 26 日 特別授業③ 

12 日  27 月 
特別授業   

①②③ 

13 月  28 火 
特別授業   

①②③ 

14 火 
進路 

講演会② 
29 水 プレマーク③ 

15 水 
図書ボランティア 

保護者面談② 
30 木 プレマーク③ 

   31 金  

ホームページもご覧ください。 
http://www.news.ed.jp/kita-h/ 
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 生 徒  ( )は％ 保護者 （ ）は％ 

1 自ら考える力(11.2) 自ら考える力(15.7) 

2 行動力(7.3) 行動力(5.6) 

3 高い学力(5.9) (5.5) 

4 学び続ける力(5.3) 自己実現力(5.4) 

5 (5.0) 思いやり(5.0) 



To be Well Balanced 

～両道顕揚～ 歴史を創る使命観に生きる 
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＜陸上部＞ 

 ◎長崎県高総体駅伝競走大会 

 ・男子２２位（３８校参加） 

 ・女子１０位（２２校参加） 

＜弓道部＞ 

 ◎長崎県高等学校新人体育大会 

 ・女子個人戦 第3位 畑中七海 

＜剣道部＞ 

 ◎長崎県高等学校新人体育大会 

 ・個人戦 １回戦敗退：鍵、山口 

      ２回戦敗退：梅野、村田 

 ・団体戦 リーグ敗退（１勝２敗） 

＜ソフトテニス部女子＞ 

 ◎長崎県高等学校新人体育大会 

 ・団体戦 ベスト１６ 

 ・個人戦 向井・小原ペア ベスト32 

      長野・松永ペア ベスト32 

      山下・柴田ペア 初戦敗退 

      石井・植松ペア 初戦敗退 

＜ソフトテニス部男子＞ 

 ◎長崎県高等学校新人体育大会 

 ・団体戦 ２回戦敗退 

 ・個人戦 岳本・岩佐ペア２回戦敗退 

    宮崎・佐々木ペア ベスト８ 

         （九州大会出場） 

＜バドミントン部男子＞ 

 ◎長崎県高等学校新人体育大会 

 ・団体戦 ベスト８ 

 ・個人戦 宮崎・村瀬ペア ベスト16 

 

 

 

    （県大会以上について掲載） 

＜射撃部＞ 

 ◎長崎県秋季ﾗｲﾌﾙ射撃選手権大会 

 ・BR60J男子団体 第3位 

 ・BR60J女子団体 第3位 

 ・BR60J男子個人 第１位 内田翼 

 ・BR60J女子個人 第１位 八木洸 

＜放送部＞ 

 ◎長崎県高等学校総合文化祭 

 ・ｱﾅｳﾝｽ部門 優秀賞 渡邊紗羽 

    (九州大会、全国総文祭出場) 

 ・ﾗｼﾞｵ番組部門 優良賞 

   「先生、厳しすぎませんか？」 

          （１年生作成） 

＜写真部＞ 

 ◎長崎県高等学校総合文化祭 

 ・最優秀賞 湯浅太陽 

       （全国総文祭に推薦） 

＜美術部＞ 

  ◎長崎県高等学校総合文化祭 

 ・優秀賞 畑田麗二 

      （全国総文祭に推薦） 

      宮崎祥知、鶴山夏菜、 

      藤瀬花、井手咲月、 

      矢野真帆 

＜アーチェリー＞ 

 ◎長崎県高等学校新人体育大会 

 ・女子個人70W 第１位 溝上幸 

 ◎第３８回九州高等学校 

      アーチェリー新人大会 

 ・個人第5位 溝上幸 

 ～ 部活動・大会等の結果報告 ～ 
薬物乱用防止教育講演会 
 

               生徒指導部 

１１月２日（火）に学校薬剤師の七嶋和孝先

生より、オンラインにて薬物乱用防止教育講演

会をしていただきました。今回は「薬物から身

を守る」をテーマに、薬物の恐ろしさや薬物が

及ぼす社会的影響、薬物から自分を守るための

方法、世界の現状などについての話がありまし

た。最後には、「友達が薬物をしていたらどう

しますか」などのお題が出され、グループごと

に意見交換をおこないました。生徒は自分のこ

ととしてとらえ、活発な話し合いを行っていま

した。今回の講話で学んだことを胸に、生徒１

人１人が自分の未来、大切な人の未来をしっか

りと守っていってほしいと思います。 

 

 

防災避難訓練  

          生徒指導部 山口 郁彦   

 １０月１９日（火）に長崎北消防署員の指導

のもと、防災避難訓練を実施しました。今回も

昨年と同様、地震速報訓練、地震発生からの出

火を想定した避難訓練を行いました。地震速報

の放送が流れると、生徒は頭部を守るため机の

下に身を隠し、その後避難の放送が流れると安

全にかつ迅速に経路を通り、グラウンドに避難

をしました。グラウンドでは、北消防署員の方

から、火災時の行動（消火・通報・避難）や災

害時の身を守る原則などの防災講話をしていた

だきました。さらに、水消火器を利用した消火

器操作体験も実施しました。この訓練から学ん

だことを日常生活の中で活かしていこうと思い

ます。  

北高祭（文化祭） 
生徒会指導部 

 １０月1４日（木）に「おにぎり」のテーマのもと、北

高祭（文化祭）を開催しました。日程が延期され、残念な

がら文化部の中には都合により文化祭当日発表できない部

もありました。しかし、短い準備期間の中、２年生は劇、

１年生は映像・展示・アトラクションなどの準備を協力し

て行ってクラスの団結力を高め、各クラスおよび文化部な

どが創意工夫に満ちた発表を行いました。今年度も生徒職

員のみの実施となりましたが、来年度は多くの方々にご観

覧いただけることを願っています。 

【２年生劇】最優秀賞 ２年１組「異議あり！」 

       優秀賞   ２年２組「トイ・ストーリー」 

 


